
　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
毎
月
検

針
・
毎
月
徴
収
」
を
、
左
図
の
と

お
り
４
月
か
ら
２
カ
月
に
１
回
の

「
隔
月
検
針
・
隔
月
徴
収
」
に
変

更
し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
２
カ

月
ご
と
奇
数
月
に
行
い
ま
す
。
水

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
は
、
２

カ
月
分
ま
と
め
て
偶
数
月
で
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使

用
料
の
算
定
方
法
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

　

下
水
道
業
務
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

５
１
５
１

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

 

暴
力
団
排
除

　
「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」「
資
金

を
提
供
し
な
い
」「
利
用
し
な
い
」

を
基
本
理
念
と
し
た
、
瀬
戸
内

市
暴
力
団
排
除
条
例
が
平
成
23
年

12
月
22
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
暴
力
団
を
孤
立
化
さ
せ
排
除

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
暴
力
団
排

除
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

条
例
施
行
に
伴
い
、
総
決
起
大

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

下
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▽
日
時　

２
月
９
日
（
木
）
午
後

　

２
〜
４
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容　

吉
沢
徹
弁
護
士
に
よ
る

　
講
演
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
通
報
先

　

・
条
例
に
関
す
る
こ
と　

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

・
暴
力
団
に
関
す
る
通
報
や
相
談

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

組
織
犯
罪
対
策
第
二
課　
　
　

　

☎
０
１
２
０-

３サ
ー

３サ
ー-

８ヤ

ク

ザ

ゼ

ロ

９
３
０

　

瀬
戸
内
警
察
署

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

　

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
暴
力

　

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

岡
山
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

２
１
４
０

 

人
権
擁
護
委
員
が
交
代　

 

山
下
隆
志
氏
、
表
幸
子
氏

　

１
月
１
日
付
け
で
、
山
下
隆

志
氏
と
表
幸
子
氏
が
人
権
擁
護
委

員
に
着
任
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

任
期
は
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
な
ど

を
通
じ
て
、
法
務
局
な
ど
の
職
員

 

意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す　

 

生
活
環
境
影
響
調
査

　

市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
も
め
の
焼
却
炉
改
造
工
事
に
あ

た
り
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
９
条
の
３
第
９

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
９

条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
一

般
廃
棄
物
焼
却
施
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
書
を
一
般
の
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

▽
縦
覧
場
所　

生
活
環
境
課

▽
縦
覧
期
間　

２
月
６
日
（
月
）

　

〜
３
月
５
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
施
設
の
名
称　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
か
も
め

▽
事
業
の
名
称　

ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
か
も
め
改
造
事
業

▽
施
設
の
場
所　

瀬
戸
内
市
牛
窓

　

町
牛
窓
２
２
８
番
地

▽
施
設
の
種
類　

一
般
廃
棄
物
焼

　

却
施
設
（
炉
等
の
改
造
）

▽
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般

　

廃
棄
物
の
種
類　

可
燃
ご
み

▽
施
設
の
能
力　

43
㌧
／
日

▽
実
施
し
た
生
活
環
境
影
響
調
査

　

の
項
目　

４
項
目
（
大
気
質
・

　

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
）

　

施
設
の
変
更
に
関
し
、
利
害
関

係
を
有
す
る
人
は
環
境
保
全
の
見

地
か
ら
意
見
書
を
市
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
生
活
環
境
影
響
調
査
書
に
つ

い
て
の
意
見
書
」
と
明
記
し
、
提

出
者
の
氏
名
・
住
所
と
調
査
書
に

つ
い
て
の
環
境
の
保
全
の
見
地
か

ら
の
意
見
を
記
載
し
て
郵
送
ま
た

は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

▽
提
出
期
限　

３
月
21
日
（
水
）

　

午
後
５
時

　

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

瀬
戸
内
市
生
活
環
境
課

　厚生年金・国民年金の「老齢年
金」など、老齢 ( 退職 ) を支給事
由とする公的年金は、税法上「雑
所得」として所得税の課税対象に
なります。
　このうち、「老齢年金」の額が
108 万円以上の人（65 歳以上の人
は 158 万円以上）については、所
得税を源泉徴収することになって
います。
　日本年金機構では、平成 23 年
1 ～ 12 月中に「老齢年金」を受
け取った人全員に平成 24 年 1 月
に源泉徴収票を送付しています。
　源泉徴収票は、税務署で年金以
外に給与収入があり確定申告をす
るときや、源泉徴収の還付を受け
るときに添付する必要があります。
　２月になっても源泉徴収票が届
かないときや紛失した場合は、「ね
んきんダイヤル」にお電話くださ
い。お急ぎの場合は、お近くの年
金事務所で再発行しますのでお申
し出ください。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」
については非課税ですので、源泉
徴収票の送付はありません。
■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２９　
　ねんきんダイヤル
①固定電話・携帯電話は
　☎０５７０ - ０５- １１６５
②ＩＰ電話・ＰＨＳは
　☎０３ - ６７００- １１６５

　

・
急
性
な
ど
の
外
傷
性
捻
挫
・
打

　

撲
・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

【
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
】

　

・
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調

　

不
良
や
単
な
る
肩
こ
り

　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

・
病
気
（
神
経
痛
・
五
十
肩
・
ヘ

　

ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み

　

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

　

・
外
科
・
整
形
外
科
で
治
療
中
の

　

も
の
（
同
時
期
・
同
部
位
）

　

・
負
傷
原
因
が
外
傷
性
で
な
い
場
合

　

・
労
働
災
害
や
通
勤
災
害
の
場
合

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
目
的
な
ど

※
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
負

　

傷
名
、負
傷
原
因
、負
傷
部
位
、

　

施
術
日
、
施
術
内
容
、
通
院
回

　

数
、
支
払
金
額
を
確
認
し
、
必

　

ず
自
分
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
領
収
証
を
発
行
し
て
も
ら

　

い
、
金
額
の
確
認
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
施
術
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
課

　

国
保
年
金
係
か
ら
お
尋
ね
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の

　

適
正
化
を
図
る
一
環
と
し
て
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ

 

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方　

　

整
骨
院
な
ど
の
看
板
や
広
告
に

「
各
種
保
険
取
扱
」
と
あ
っ
て
も
、

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

施
術
を
受
け
る
際
に
は
、
負
傷

原
因
を
正
確
に
伝
え
、
健
康
保
険

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
理
解
し

た
上
で
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

・
骨
折
・
脱
臼

　
（
医
師
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
応
急
手
当
の
場
合
は

　

不
要
で
す
。）

と
協
力
し
、
情
報
の
収
集
、
人
権

侵
犯
事
件
の
調
査
・
処
置
、
当
事

者
の
利
害・主
張
の
調
整
を
行
い
、

事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
人
権
に
関
す
る

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
９
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
て
、
毎
月
３
回
な
や
み
ご

と
相
談（
本
紙「
く
ら
し
の
情
報
」

に
掲
載
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

相
談
料
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

 

公
表
し
ま
す　

 

農
地
の
実
勢
賃
借
料
情
報

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
で
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
12
月
31
日
ま
で
に
、
本
市
に
お

い
て
農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃
借
さ
れ

た
実
勢
の
賃
借
料
を
集
計
し
た
も

の
を
、
下
表
の
と
お
り
情
報
提
供

し
ま
す
。

　

賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
判
断

材
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

区分 地域名 平均額 　　　　　　　円 最高額 　　　　　　　円 最低額 　　　　　　　円 データ数 　　　　　　　   筆

田
牛窓町 － － 　－ 　　3
邑久町 6,200 10,000 2,200 605
長船町 5,900 10,000 2,000 189

畑
牛窓町 8,500 10,200 4,000 14
邑久町 － － － 6
長船町 － － － 6

※１　使用貸借権の設定および著しく高い価格または低い価格の設定は集計対象から除く。
※２　集計対象となるデータ数が少ない場合は公表しない。

瀬戸内市実勢賃借料情報（年間 10アール当たり）

水道料金と
下水道使用料

４月から２カ月分まとめての
支払いに変わります

水道・下水道の検針と料金・使用料について

　

な
お
、
賃
借
料
情
報
は
実
勢
の

集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
く

賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て
提
供

す
る
も
の
で
す
。

　

実
際
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
広

さ
や
水
利
条
件
な
ど
の
生
産
性
や

耕
作
条
件
を
考
慮
し
、
貸
し
手
と

借
り
手
の
両
者
で
よ
く
話
し
合
っ

て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
４
８

クリーンセンターかもめ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ


